
射
撃
の
腕
競
う

仙
北
市
安
全
狩
猟
射
撃
大
会

10月26日
田沢湖クレー射撃場

　

10
月
29
日
、
秋
田
県
民
会
館

で
行
わ
れ
た
秋
田
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
で
、
仙
北
市
老
連
（
藤
原

剛
会
長
）
の
次
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。〈
敬
称
略
〉

秋
田
県
知
事
表
彰【
育
成
功
労
者

表
彰
】田
沢
湖
地
区
老
連
女
性
部

長 

髙
橋
五
百
枝　
【
優
良
老
人

ク
ラ
ブ
表
彰
】西
木
町
地
区
老
連 

楽
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ（
会
長 

赤

倉
正
男
）　

秋
田
県
老
連
会
長
表

彰
【
育
成
功
労
者
表
彰
】角
館
町

地
区
老
連
監
事 

岩
城
恒
雄　

 

全

国
老
連
活
動
賞 

田
沢
湖
地
区
老

連
神
代
中
央
長
寿
会（
会
長 

藤

原
貫
一
）

菅
原
八
重
子
さ
ん
に
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

長
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
認
め
ら
れ
る

10月27日
市役所田沢湖庁舎

貸
し
出
し
用
備
品
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

宝
く
じ
の
助
成
金
で
購
入

11月1日～
角館公民館　

角
館
公
民
館
で
は
、
宝
く
じ

の
助
成
金
を
も
と
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
使
用
す
る

備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。
地
域

の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
角
館
公
民
館  

☎
（
54
）

１
１
１
０

地
域
の

話
題

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

秋
の
叙
勲

平
成
26
年
度

水
の
は
た
ら
き
を
学
習

水
土
里
ネ
ッ
ト
西
木
（
西
木
土
地
改
良
区)

第
８
回
施
設
見
学
会

10月20日
西木町内

佐
藤
正
美
さ
ん
が
30
年
表
彰
を
受
賞

第
55
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会

9月25日・26日
盛岡市

狙いを定め、緊張感の一瞬。

　

10
月
26
日
、
田
沢
湖
ク
レ
ー

射
撃
場
で
平
成
26
年
度
仙
北
市

安
全
狩
猟
射
撃
大
会
が
開
催
さ

れ
、
参
加
し
た
20
人
が
射
撃
の

腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
。

〈
敬
称
略
〉

優
勝 

大
石
治（
田
沢
湖
）25
点

準
優
勝 

菅
本
重
弘（
西
木
町
）24

点　

第
３
位 

浅
利
忠
一（
西
木

町
）23
点　

第
４
位 

門
脇
博
美

（
西
木
町
）21
点　

第
５
位 

浅
利

利
男（
西
木
町
）20
点　

第
６
位

小
田
文
男（
田
沢
湖
）19
点

　

９
月
25
日
・
26
日
に
岩
手
県

盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
第
55
回

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究

協
議
会
岩
手
大
会
で
、
仙
北
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
佐
藤
正

美
さ
ん
（
角
館
町
）
が
30
年
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

会
で
は
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課  

☎（
43
）３
３
９
０

活
動
紹
介
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.sem

boku.
akita.jp

/n
e

w
s_

to
p

ics/
w

hatsnew
.php?id=1085

感
謝
状
を
手
に
す
る
菅
原
さ
ん
。

（
前
列
右
か
ら
）
赤
倉
楽
寿
会
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
、
髙
橋
田
沢
湖
地
区
老
連
女

性
部
長
、
藤
原
神
代
中
央
長
寿
会
長
、

岩
城
角
館
町
地
区
老
連
監
事
、（
後
列

右
か
ら
）
加
藤
仙
北
市
老
連
副
会
長
、

藤
原
仙
北
市
老
連
会
長
、
門
脇
市
長
。

個
人
団
体
を
表
彰

第
52
回
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ

10月29日
秋田市

貸
し
出
し
備
品
（
無
料
）

・
展
示
用
パ
ネ
ル
40
枚
・
展
示
用
ポ
ー
ル
42
本
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
放
送
機
器
（
マ
イ
ク
２

本
）・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
・
ブ
ル
ー
レ
イ
プ
レ
イ
ヤ
ー
・

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
一
式
・
Ｐ
Ｃ
用
ブ
ル
ー
レ
イ
ド
ラ
イ
ブ
・
土
練
機
（
循
環
式
真
空
混

練
機
）・
デ
ジ
タ
ル
温
度
計
セ
ッ
ト
（
陶
芸
用
）

　

市
内
の
社
会
福
祉
施
設
で
リ

ハ
ビ
リ
体
操
・
踊
り
の
指
導
や
、

ち
ぎ
り
絵
教
室
の
指
導
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
長
年

行
っ
て
き
た
菅
原
八
重
子
さ
ん

（
角
館
町
）
へ
、
こ
の
度
、
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

30
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
表

彰
と
な
っ
た
佐
藤
正
美
さ
ん
。

　

水
土
里
ネ
ッ
ト
西
木
（
西
木
土

地
改
良
区　

伊
藤
長
三
理
事
長
）

が
主
催
す
る
第
８
回
施
設
見
学
会

が
10
月
20
日
に
行
わ
れ
、
西
明
寺

小
学
校
４
年
生
25
人
が
頭
首
工
等

の
施
設
を
見
学
し
、
水
の
は
た
ら

き
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

き
れ
い
な
水
を
上
手
に
使
う
た

め
各
施
設
が
ど
の
よ
う
な
働
き
を

し
て
い
る
の
か
、
担
当
の
方
か
ら

の
説
明
を
児
童
た
ち
は
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
が
書
い
た
見
学
会
の

感
想
文
の
中
か
ら
、
一
つ
を
紹
介

し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
本
市
か
ら

次
の
５
人
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

旭
日
双
光
章
を
澤
田
信
男
氏
、
仙
北
谷
洋
一
氏
が
受
賞
。

瑞
宝
双
光
章
を
草
彅
稔
氏
が
受
賞
。
瑞
宝
単
光
章
を
千
葉
正

夫
氏
、
大
石
徹
治
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
各
分
野
で
長
年

に
わ
た
り
、
地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
皆
様
の
受
章
を
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
草

彅
稔
氏
の
写
真
お
よ
び
経
歴
は
、
都
合
に
よ
り
次
号
以
降
に

掲
載
し
ま
す
。）

【
消
防
功
労
】
昭
和
45
年
か
ら
旧
田
沢
湖
町
消
防
団

に
入
団
。
平
成
21
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で
団
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

大 石 徹 治  氏
（70 歳　田沢湖）

瑞宝単光章

【
消
防
功
労
】
昭
和
47
年
か
ら
旧
角
館
町
消
防
職
員
と

な
る
。
平
成
19
年
か
ら
平
成
20
年
ま
で
大
曲
広
域
消

防
本
部
通
信
指
令
課
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

千 葉 正 夫  氏
（67 歳　角館町）

瑞宝単光章

【
地
方
自
治
功
労
】
昭
和
62
年
に
旧
角
館
町
議
会
議

員
に
当
選
。
平
成
15
年
か
ら
平
成
17
年
ま
で
副
議
長

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

澤 田 信 男  氏
（72 歳　角館町）

旭日双光章

【
食
品
衛
生
功
労
】
昭
和
55
年
か
ら
角
館
食
品
衛
生

協
会
理
事
。
平
成
21
年
か
ら
平
成
23
年
ま
で
県
食
品

衛
生
協
会
副
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

仙 北 谷 洋 一  氏
（71 歳　角館町）

旭日双光章

　
　
西
明
寺
の
水
　

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
太
陽

　
ぼ
く
は
、
施
設
見
学
会
で
水
に

つ
い
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
、
ゲ
ー
ト
の
内
に
た

く
わ
え
る
水
の
深
さ
は
、
二
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
こ
と
で
す
。
ぼ
く
は
、

ゲ
ー
ト
の
内
に
二
メ
ー
ト
ル
の
水

を
た
く
わ
え
る
こ
と
で
、
た
く
さ

ん
の
田
ん
ぼ
に
水
が
ゆ
き
と
ど
く

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
頭
首
工

は
、
大
切
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
下
水
処
理
場
で
見

た
び
生
物
で
す
。
水
を
き
れ
い
に

す
る
タ
ン
ク
に
は
、
び
生
物
が
い

て
ぼ
く
が
見
た
び
生
物
は
、
ベ
ギ

ア
ー
タ
で
す
。
み
み
ず
み
た
い
で

き
も
ち
わ
る
か
っ
た
け
ど
、
水
を

き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
の
で
す
ご

い
な
あ
～
と
思
い
ま
し
た
。

　
三
つ
目
は
、
水
の
大
切
さ
で
す
。

水
は
、
大
切
な
の
で
、
大
人
に
な
っ

て
も
、
川
や
用
水
路
に
ゴ
ミ
を
す

て
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
自
然
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
原
文
の
と
お
り
）

ちいきのわだい
仙北市のできごとをおとどけ

3 2Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく



角
館
高
校
野
球
部
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
事
務
局
か
ら

角館高校野球部を地域で応援

新
た
な
出
発
を
祝
い
、
発
展
を
誓
う

角
館
高
校
開
校
式
を
開
催

10月29日
角館高校

第
10
回
仙
北
市
産
業
祭　

大
勢
の
人
出
で
賑
わ
う

「
農
・
商
・
工
が
手
を
つ
な
い
で
」

10月25日・26日
神代市民体育館など 　

角
館
高
校
と
角
館
南
高
校
が

統
合
し
、
今
年
４
月
に
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
角
館
高
校

（
青
柳
徹
校
長
）
の
開
校
式
が
10

月
29
日
、
同
校
体
育
館
で
行
わ

れ
、
生
徒
や
Ｏ
Ｂ
ら
約
９
０
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
青
柳
校
長
が
「
野
球

部
の
活
躍
を
は
じ
め
、
統
合
に

よ
る
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

全
日
制
生
徒
会
長
高
橋
大
地

君
が
「
若
杉
精
神
、
駒
草
精
神

の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

新
し
い
角
館
高
校
の
精
神
を
作

り
あ
げ
た
い
。
こ
れ
か
ら
の
勉

学
や
部
活
動
に
高
い
目
標
を
掲

げ
、
地
域
の
た
め
、
社
会
の
た

め
に
貢
献
で
き
る
人
に
な
れ
る

よ
う
努
力
し
た
い
」、
定
時
制
生

徒
会
長
千
葉
裕
太
君
は
「
角
館

高
校
定
時
制
の
自
覚
と
誇
り
を

も
ち
、
全
員
が
団
結
し
よ
り
一

層
す
ば
ら
し
い
定
時
制
を
作
り

あ
げ
て
い
き
た
い
」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

開
校
式
終
了
後
に
は
記
念
行

事
が
行
わ
れ
、
卒
業
ア
ル
バ
ム

の
写
真
か
ら
角
館
・
角
館
南
高

校
の
歴
史
を
紹
介
。
ま
た
、
飾

山
囃
子
部
や
吹
奏
楽
部
の
演
技
・

演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

熱
く
燃
え
た
今
年
の
夏　

　

秋
田
大
会
を
制
し
悲
願
の
甲

子
園
出
場
を
果
た
し
た
角
館
高

等
学
校
野
球
部
か
ら
は
本
当
に

多
く
の
感
動
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
の
プ
レ
ー
に
歓
喜

し
、
声
高
ら
か
に
校
歌
を
歌
い
、

ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
を
揺
ら
す

ほ
ど
の
大
応
援
。
す
べ
て
が
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

感
動
で
し
た
。「
こ
の
感
動
を
再

び
」
そ
う
思
わ
ず
に
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
サ
ポ
ー

タ
ー
で
は
甲
子
園
で
の
勝
利
を

願
い
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
サ
ポ
ー
タ
ー
、
市

民
の
皆
様
の
応
援
を
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

角
館
高
校
野
球
部
地
域
サ
ポ
ー

タ
ー
事
務
局
代
表　

菅
原 

一
正

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中

問
合
せ　

副
代
表 　

藤
原 

悟

☎
０
９
０-

２
９
８
７-

６
１
３
８

★
角
高
野
球
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

のFaceBook

ペ
ー
ジ
は
随
時

皆
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー

も
３
０
０
名
を
突
破
！
角
館
高

校
野
球
部
を
応
援
し
た
い
と
い

う
方
は
今
す
ぐ
ア
ク
セ
ー
ー
ス
。

FaceBook

ア
ド
レ
ス

https://w
w

w
.facebook.com

/
groups/288061078030430/

角館高等学校野球部　　　　　　監督　湯澤 淳

　甲子園大会では、たくさんのご支援とご声援を

いただきまして誠にありがとうございました。統

合初年度としては、良いスタートを切ることがで

きました。これを土台として、角高野球部の更な

る成長をこれからも見せていきたいと思います。

　新チームも選抜甲子園を目指して頑張りました

が、２回戦敗退となってしまいました。しかし、

公式戦経験の少ない選手が多く、成長力のある楽

しみなチームです。現時点では、前チームに比べ

て未熟な面も多いのですが、冬季期間の厳しい練

習を乗り越えれば、今年以上のチームになるので

はないかと期待しています。来年度は、新しい校

舎に入り、野球場への移動時間もなくなるので、

効率良く練習ができます。総勢 49 名の部員が、

更なる高みへ駆け上がる姿を必ずやお見せしたい

と思います。これからも変わらぬご支援をよろし

くお願いします。

角館高等学校野球部　　　　　主将　高橋 杏一

　前チームのように野球のスタイルが確立され、

チームカラーが色濃くでるよう、チームの短所を

プラスに変え、長所はさらに伸ばしていきたいで

す。また、全国のレベルを体感できた経験を確実

な力にするためにも、さらに個人がレベルアップ

し、夏の舞台で先輩を超えられるよう全員野球に

磨きをかけていきたいです。

農林産物等品評会　☆は一等賞兼特別賞　敬称略・（ ）内は地区または集落名

第１部　水稲・豆類・雑穀（出品 22 点）
【仙北農業共済組合長理事賞】　☆株稲 草彅福雄（田沢湖神代中央通）

第２部　特用林産物・果実・苗木・花き（出品 25 点）
【仙北東森林組合代表理事組合長賞】☆原木しいたけ 青柳忠明（角館

町下延大畑）

第３部　野菜・いも類（出品 326 点）
【仙北市長】☆ほうれん草 佐藤信（西木町上桧木内 )　☆キャベツ 平

岡了二（田沢湖太田）　【秋田県農業協同組合中央会長賞】☆長ねぎ 
佐藤真莉（西木町山崎）　☆ブロッコリー 安藤勝巳（田沢湖柏林）　☆
ほうれんそう 若松悦美（西木町上桧木内寺村）　【仙北市議会議長賞】
☆白菜 草彅コン（田沢湖神代中央通）　【秋田おばこ農業協同組合代
表理事組合長賞】☆ゴボウ 千田千春（田沢湖谷地村）　☆キャベツ（朝
潮）鈴木朝吉（角館町下延中村）☆長芋 藤原房雄（角館町下延竹市野）

【仙北市農業委員会長賞】☆玉ねぎ 斎藤弘子（西木町林崎）

第４部　加工品・漬物（出品 11 点）
【仙北市商工会長賞】☆しそ巻き 大石久子（田沢湖森腰）

第５部　葉たばこ（出品 16 点）
【秋田県たばこ耕作組合長賞】☆葉たばこ 門脇政広（角館町山谷川崎）

第６部　工芸品・手芸品（出品 18 点）
【仙北市長】☆クラフトのカゴ 山本美佐子（角館町大塚東）

菊花の部入賞者（角館菊の会）
【大菊（厚物）】　《最優秀賞》古郡一美　《優秀賞》熊谷広勝、古郡一

美　《優良賞》武藤長衛、柏谷朝二、千葉肇　《努力賞》太田弘、岩
沢昭夫

宮城県女川町の皆さんから、サンマのすりみ汁の提供や伝統芸
能「獅子振り」を披露のほか、観光ＰＲ、銀鮭やさんまのそぼ
ろの瓶詰め、こんぶなどの海産物やたこの加工品の販売などが
行われ、賑わっていました。

神代中学校の吹奏楽部による演奏など、趣向を凝らした多彩な
催しが用意されました。

壇上で力強く誓いの言
葉を述べた全日制生徒
会長高橋大地君（右）と
定時制生徒会長千葉裕
太君（左）。

式が行われた体育館に生徒、OB の皆さんが集まった。

　

10
月
25
日
・
26
日
の
２
日
間
、
神
代
市
民

体
育
館
を
主
会
場
に
「
農
・
商
・
工
が
手
を

つ
な
い
で
」
を
テ
ー
マ
に
仙
北
市
産
業
祭
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

体
育
館
に
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
丹
誠
込

め
て
育
て
た
農
産
物
等
が
４
１
８
点
、
会
場

い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。
農
林
産
物

等
品
評
会
審
査
の
結
果
、
一
等
賞
15
点
、
二

等
賞
16
点
、
三
等
賞
20
点
の
作
品
が
入
賞
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
田
邉
浩
之
氏
（
前
副
市
長
）
の

特
別
講
演
会
「
農
業
の
６
次
産
業
化
に
向
け

た
取
り
組
み
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
や
、
ダ

リ
ヤ
の
ほ
場
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
、
秋
田
仙

北
夢
牧
場
の
施
設
見
学
コ
ー
ス
な
ど
、
新
し

い
企
画
が
大
変
好
評
で
し
た
。

　

開
催
期
間
中
、
横
町
さ
く
ら
通
り
会
の
日

本
一
大
き
い
西
明
寺
栗
を
利
用
し
た
料
理
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
発
表
や
、お
米
の
新
品
種「
秋

の
き
ら
め
き
」、「
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
な
ど
、
仙
北
市
の
食
の
可
能
性
を

発
信
す
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

国
民
文
化
祭
に
ち
な
み
「
最
高
の
技 

茶
文

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、

仙
北
・
奥
州
・
掛
川
・
多
治
見
の
４
市
の
特

産
品
の
紹
介
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
ほ

か
、
26
日
は
、
国
民
文
化
祭
事
業　

せ
ん
ぼ

く
「
餅
っ
こ
三
昧
」
も
共
催
し
ま
し
た
。

　

芸
能
で
は
、
田
沢
湖
龍
神
太
鼓
保
存
会
お

よ
び
西
木
町
く
り
っ
こ
太
鼓
の
演
奏
や
、
神

代
こ
ど
も
園
の
４
、５
歳
児
に
よ
る
発
表
、

神
代
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る

演
奏
、
藤
波
一
座
に
よ
る
演
芸
会
な
ど
芸
能

の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。屋
外
会
場
で
は
、

神
代
小
学
校
の
５
、６
年
生
に
よ
る
「
キ
ッ

ズ
・
マ
ー
ト
」
～
キ
ラ
リ
☆
ワ
ク
ワ
ク
♪
神

小
モ
ー
ル
～
（
販
売
体
験
）、
西
明
寺
小
学

校
の
農
業
体
験
で
生
産
し
た
長
ね
ぎ
の
即

売
、
商
工
会
、
仙
北
東
森
林
組
合
、
Ｊ
Ａ
秋

田
お
ば
こ
の
各
部
会
に
よ
る
青
空
市
場
や
食

堂
な
ど
が
出
店
。
旬
の
味
に
舌
鼓
を
う
っ
た

ほ
か
、
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
買
い
求
め
る
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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